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ご提示いただいた各調査に関連して 

１．相談先の数の重要性 

収入によって相談先が減っていくことは、2000 年度コロナの影響調査（山野研究室）、

子どもの貧困調査（大阪府 2017；山野則子ほか 2020）においても現れている。そのこ

とが様々に影響する。1 つのところと深くかかわるよりも複数気楽に話せる場があるこ

との重要性が読み取れる。 

 

 

 
資料：山野則子ほか（2021）「コロナ禍における子どもへの影響と支援方策のための横断的

研究」厚生労働科学特別研究事業報告より抜粋． 



 

２．海外との比較調査 

・【親しい友人なし】60 歳以上の男性について、日本では 40％を占め、アメリカやほ

かの国と比較し倍以上になる（Ｐ１７）。 

・【人との会話頻度】の「ほとんどない」が、25.4％ほどあり、アメリカやほかの倍以

上になっている（Ｐ１８）。 

・【同居の家族以外に頼れる人】の「近所の人に頼れる」についても、3 分の１になる

（Ｐ２０）。 

以上、日本が他国と比べて他者に頼る、話す、ということが出来ない状況にあること

がわかる。これらは小手先の施策で変化するものではないのではないか。気軽に話して

いい、つらいといっていいんだという文化を形成する必要があるのではないか。 

例：フィンランドの統合性学校モデル 

 

 

資料：渡邊あや（2022）「フィンランドの教育における平等の検討」世界人権研究センター

子どもの人権プロジェクト第 21 回研究会における発表資料より抜粋。 


